
� 平成２２年度 第�次試験問題

経済学・経済政策
�日目 １０：００～１１：００

＜試験が始まる前の注意事項＞

１．監督者が問題用紙と解答用紙を配布します。開始の合図があるまで、問題用

紙を開いてはいけません。

２．監督者の指示に従って、解答用紙の受験番号欄と生年月日欄に次のとおり記

入、マークしてください。記入、マークが終わったら再確認をして、筆記用具

をおいて、試験開始の合図があるまでお待ちください。

� 受験番号欄

受験票に印字されている受験番号を記入し、マーク欄にマークすること。

� 生年月日欄

受験票に印字されている生年月日を記入すること。

〔記入例〕 昭和５９年�月�日生まれ→ 昭和 � � � � � �
� 記入、マーク上の注意事項

� HBまたはBの鉛筆（シャープペンシル）を使用して、〇部分をはみださ
ないように、きれいにマークすること。鉛筆（シャープペンシル）以外の筆

記用具は使用できません。

� 修正する場合は、消しゴムできれいに消して、消しくずを解答用紙から

払い落とすこと。

＜試験時間中の注意事項＞

３．解答用紙の記入に当たっては、上記�．�の「記入、マーク上の注意事項」を
参照するとともに、次の指示に従ってください。指示に従わない場合には、採

点されません。

� 解答は、選択肢または解答群の中から�つ選び、所定の解答欄にマークす
ること。

� 所定の欄以外にマークしたり、記入したりしないこと。

� 解答用紙を汚したり、折ったりしないこと。

４．解答用紙は、必ず提出すること。持ち帰ることはできません。

５．終了の合図と同時に筆記用具をおくこと。

６．試験開始後３０分間及び試験終了前�分間は退室できません。

�
◇Ｍ１（２９５―１）



第�問

下図は、日本の民間最終消費支出、民間住宅・民間企業設備・民間企業在庫品増

加、公的需要、輸出、輸入の各項目が GDPに占める割合（実質値）を表したもので

ある。図中のＡ～Ｄに当てはまる最も適切なものの組み合わせを下記の解答群から

選べ。

出所：内閣府「国民経済計算」（内閣府ホームページ）

〔解答群〕

ア Ａ：公的需要 Ｂ：輸 入

Ｃ：輸 出 Ｄ：民間住宅・民間企業設備・民間企業在庫品増加

イ Ａ：公的需要 Ｂ：民間住宅・民間企業設備・民間企業在庫品増加

Ｃ：輸 入 Ｄ：輸 出

ウ Ａ：輸 出 Ｂ：輸 入

Ｃ：公的需要 Ｄ：民間住宅・民間企業設備・民間企業在庫品増加

エ Ａ：輸 出 Ｂ：輸 入

Ｃ：民間住宅・民間企業設備・民間企業在庫品増加 Ｄ：公的需要
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第�問

貯蓄に関する下記の設問に答えよ。

（設問�）

下図のＡ～Ｅは、日本、アメリカ、ドイツ、スウェーデン、デンマーク各国の

貯蓄率（世帯別に見た家計貯蓄率）の推移を表したものである。その中で、日本に

当てはまるものはどれか。最も適切なものを下記の解答群から選べ。

出所：OECD, Economic Outlook, No.８６, November２００９.

〔解答群〕

ア Ａ

イ Ｂ

ウ Ｃ

エ Ｄ

オ Ｅ

― ２ ― ◇Ｍ１（２９５―４）



（設問�）

個々の家計において、収入のうち、どの程度を消費に回し、どの程度を貯蓄に

回すかは、下図に示される「現在の消費」と「将来の消費」に関する無差別曲線と予

算制約式によって決定される。無差別曲線の位置・形状の変化を通じて貯蓄額に

影響を与えることを示す最も適切なものを下記の解答群から選べ。

〔解答群〕

ア 家族の構成員が新たに働くことによって収入が上がり、貯蓄額が上昇する。

イ 定年退職して収入が下がり、貯蓄額が低下する。

ウ 利子率が低下することで、貯蓄の魅力が低下し、貯蓄額が下がる。

エ 老後の生活への不安が高まり、貯蓄額が上昇する。
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第�問

財政に関する下記の設問に答えよ。

（設問�）

下図のＡ～Ｅは、日本、カナダ、アメリカ、ドイツ、イタリア各国の一般政府

の債務残高（対 GDP比、SNAベース）の推移を表したものである。Ａ～Ｅに当て

はまる国名の組み合わせとして、最も適切なものを下記の解答群から選べ。

出所：OECD, Economic Outlook, No.８５, June２００９.

〔解答群〕

ア Ａ：イタリア Ｃ：日 本

イ Ａ：イタリア Ｄ：ドイツ

ウ Ａ：日 本 Ｂ：イタリア

エ Ａ：日 本 Ｄ：アメリカ

オ Ａ：日 本 Ｅ：カナダ
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（設問�）

一般政府の債務残高の増加に関する説明として、最も適切なものの組み合わせ

を下記の解答群から選べ。

ａ 債務残高の累増に伴い、消費の拡大と貨幣需要の増加という資産効果が作用

し、利子率の上昇が生じる。

ｂ 債務残高の累増に伴い、消費の拡大と貨幣需要の減少という資産効果が作用

し、利子率の低下が生じる。

ｃ 債務残高を一定とした場合、名目経済成長率が利子率を上回れば、債務残高

の対名目 GDP比は低下する。

ｄ 債務残高を一定とした場合、利子率が名目経済成長率を上回れば、債務残高

の対名目 GDP比は低下する。

〔解答群〕

ア ａとｃ

イ ａとｄ

ウ ｂとｃ

エ ｂとｄ
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第�問

投資決定の説明として、最も適切なものの組み合わせを下記の解答群から選べ。

ａ ケインズの投資理論では、投資の限界効率が利子率を下回るほど、投資を実行

することが有利になると考える。

ｂ 資本のレンタル料が資本の限界生産物価値を上回る場合、投資が増加し、資本

ストックの積み増しが生じる。

ｃ 投資の加速度原理では、生産拡大の速度が大きくなるほど、投資も拡大すると

考える。

ｄ トービンの q理論では、株価総額と負債総額の合計である企業価値が、現存

の資本ストックを再び購入するために必要とされる資本の再取得費用を上回るほ

ど、設備投資が実行されると考える。

〔解答群〕

ア ａとｂ

イ ａとｃ

ウ ｂとｃ

エ ｂとｄ

オ ｃとｄ
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第�問

いま、家計、企業、政府から構成される閉鎖経済モデルを考える。ここで、各記

号は、Y：GDP、C：消費支出、I：民間投資支出、G：政府支出、T：租税収入、

C０：独立消費を意味し、単位は兆円とする。また、cは限界消費性向とする。

生産物市場の均衡条件 Y＝ C＋ I＋ G

消費関数 C＝ C０＋ c（Y－ T）

C０＝６０、c＝０．６

民間投資支出 I＝１２０

政府支出 G＝５０

租税収入 T＝５０

ここから得られる結果として、最も適切なものの組み合わせを下記の解答群から

選べ。

ａ 均衡 GDPは５００兆円である。

ｂ 均衡時における消費は３３０兆円、貯蓄は１７０兆円である。

ｃ 均衡予算を編成した上で政府支出を�兆円増加させた場合、均衡 GDPは�兆

円増加する。

ｄ 減税を�兆円規模で実施した場合、均衡 GDPは１２．５兆円増加する。

〔解答群〕

ア ａとｂ

イ ａとｃ

ウ ａとｄ

エ ｂとｃ

オ ｂとｄ
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第�問

次の財政・金融政策の効果と有効性に関する文章を読んで、下記の設問に答え

よ。

いま、生産物市場の均衡条件が

Y＝ C＋ I＋ G

で与えられ、Yは GDP、Cは消費支出、Iは民間投資支出、Gは政府支出である。

ここで、

消費関数 C＝ C０＋ c（Y－ T）

C０：独立消費、c：限界消費性向（�＜ c＜�）、T：租税収入

投資関数 I＝ I０－ ir

I０：独立投資、i：投資の利子感応度、r：利子率

とする。

他方、貨幣市場の均衡条件は

M＝ L

であり、Mは貨幣供給、Lは貨幣需要である。

ここで、

貨幣需要関数 L＝ kY－ hr

k：貨幣需要の所得感応度、h：貨幣需要の利子感応度

とする。

これらを連立させることにより、均衡 GDPは

Y＝
�

１－ c＋ i
k
h

（C０－ cT＋ I０＋ G＋
i
h

M）

として求められる。

上記の式から、
�
財政政策（政府支出）の乗数は

ΔY
ΔG
＝

�

１－ c＋ i k
h

である。
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また、
�
金融政策の乗数は

ΔY
ΔM

＝

i
h

１－ c＋ i k
h

である。

（設問�）

文中の下線部�について、財政政策の効果に関する説明として、最も適切なも

のの組み合わせを下記の解答群から選べ。

ａ 貨幣需要の利子感応度が小さいほど、クラウディング・アウトの程度が小さ

く、財政政策に伴う所得拡大効果は大きくなる。

ｂ 限界貯蓄性向が大きいほど、財政政策の乗数はより大きくなる。

ｃ 投資の利子感応度が大きいほど、クラウディング・アウトの程度が大きく、

財政政策に伴う所得拡大効果は小さくなる。

ｄ 「流動性のわな」に陥った場合、財政政策の乗数は
�

１－ c
で示される。

〔解答群〕

ア ａとｂ

イ ａとｄ

ウ ｂとｃ

エ ｂとｄ

オ ｃとｄ
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（設問�）

文中の下線部�について、金融政策の効果に関する説明として、最も適切なも

のの組み合わせを下記の解答群から選べ。

ａ 貨幣需要の利子感応度が小さいほど、貨幣供給の増加に伴う利子率の低下幅

が大きく、金融政策の所得拡大効果が大きくなる。

ｂ 投資の利子感応度が大きいほど、利子率の低下に伴う民間投資支出の拡大幅

が大きく、金融政策の有効性が高まる。

ｃ 投資の利子感応度が無限大の場合、金融政策の乗数はゼロになる。

ｄ 「流動性のわな」に陥った場合、金融政策の乗数は
�
k
になる。

〔解答群〕

ア ａとｂ

イ ａとｄ

ウ ｂとｃ

エ ｂとｄ

オ ｃとｄ
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第�問

不完全競争市場における多くの企業は、標準的な平均費用に一定の比率を乗じた

上で価格を設定している。いま、生産費用が労働に対する報酬のみであるとした場

合、次の式が成り立つ。

P＝（�＋m）
WL
Y

ここで、Pは価格、mはマークアップ率、Wは労働�単位当たりの名目賃金、L

は雇用量、Yは生産量である。また、ここでは限界生産物が逓減する生産関数を仮

定する。

マークアップ率に基づく価格形成に関する説明として、最も適切なものの組み合

わせを下記の解答群から選べ。

ａ 生産量が増加するにつれて、労働に関する平均生産物が上昇するために価格は

下落する。

ｂ 生産量が増加するにつれて、労働に関する平均生産物が低下するために価格は

上昇する。

ｃ 需要の価格弾力性が大きい財ほど、マークアップ率を高くし、企業は収入の増

加を図る。

ｄ 需要の価格弾力性が大きい財ほど、マークアップ率を低くし、企業は収入の増

加を図る。

〔解答群〕

ア ａとｃ

イ ａとｄ

ウ ｂとｃ

エ ｂとｄ
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第�問

次の開放マクロ経済モデルに関する文章を読んで、下記の設問に答えよ。

下図は、開放経済下におけるマクロ経済モデルを描いたものである。

いま、小国モデル、完全資本移動、変動為替レート制、物価の硬直性、静学的為

替レート予想を仮定する。下図では、これらの前提に基づき、生産物市場の均衡を

示す IS曲線、貨幣市場の均衡を示す LM曲線、自国利子率（r）と外国利子率（r＊）

の均等化を示す BP曲線が表されている。

（設問�）

貨幣供給の増加に伴う効果の説明として、最も適切なものはどれか。

ア 貨幣供給の増加は、LM曲線を右方にシフトさせ、民間投資支出の増加を通

じて所得を増加させる。

イ 貨幣供給の増加は、LM曲線を右方にシフトさせるが、外貨準備の取り崩し

とそれに伴う貨幣供給の反転減少を伴い、所得に影響を与えない。

ウ 貨幣供給の増加は、経常収支の改善を通じて所得の拡大を引き起こす。

エ 貨幣供給の増加は、内外金利差に伴う大量の資本の流出を引き起こし、円高

を生じさせる。
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（設問�）

外国利子率の低下に伴う効果の説明として、最も適切なものはどれか。

ア 外国利子率の低下は、円安を通じて自国の経常収支を改善させる効果を持

つ。

イ 外国利子率の低下は、金融緩和と同じ効果を持ち、LM曲線を右方にシフト

させ、円安を通じて所得の拡大を引き起こす。

ウ 外国利子率の低下は、金利差に伴う資本の流入を引き起こし、円高を通じて

IS曲線を左方にシフトさせ、所得の減少をもたらす。

エ 外国利子率の低下は、自国利子率の低下をもたらし、民間投資支出の増加を

通じて所得の拡大を生じさせる。

第�問

実物的景気循環理論（リアル・ビジネス・サイクル理論）の考え方として、最も適

切なものはどれか。

ア 貨幣の中立性が成立し、金融政策が景気循環の要因であると考える。

イ 財・サービスの価格は粘着的であり、企業は独占的競争のもとで活動してい

ると考える。

ウ 市場は競争的で、かつ連続的に均衡し、市場の失敗が景気循環の要因である

と考える。

エ 実質 GDPの変動は、企業の技術水準や政府支出などの持続的な変化による

と考える。
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第１０問

下図は、最低賃金制度や農産物の価格支持政策のような価格の下限規制を描いた

ものである。

完全競争市場における均衡は、需要曲線 D０D１と供給曲線 S０S１の交点 Eで実現

し、均衡価格は P０、均衡量は Q０である。ここで、均衡価格より高い P１の水準で

価格の下限が規制されたとする。このとき、取引量は Q１に減少する。

この図の説明として、最も不適切なものを下記の解答群から選べ。

〔解答群〕

ア 価格の下限が規制された場合でもパレート最適が実現する。

イ 価格の下限規制により、経済余剰の損失は三角形 EFGになる。

ウ 価格の下限規制により、消費者余剰は減少し、三角形 D０GP１に相当する。

エ 価格の下限規制のもとでは、生産者余剰は台形 S０FGP１に等しくなる。
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第１１問

いま、A国と B国間の貿易において、各国が自由貿易を選択するか、それとも

保護貿易を選択するか、を迫られているとする。下表は、このときの利得を表した

ものである。

両国が自由貿易を選択すれば、ともに４０兆円の利益を得る。しかし、一方の国

が保護貿易を選択すれば、当該国の利益は５０兆円であるが、自由貿易を選択する

他方の国の利益は�兆円である。さらに、両国が保護貿易を選択すれば、両国の利

益はともに１０兆円である。

下表の説明として、最も適切なものを下記の解答群から選べ。

B国

保護貿易 自由貿易

A
国

保護貿易
A国：１０兆円

B国：１０兆円

A国：５０兆円

B国： ８兆円

自由貿易
A国： ８兆円

B国：５０兆円

A国：４０兆円

B国：４０兆円

〔解答群〕

ア 協力ゲームの解は、両国が保護貿易を選択することである。

イ ナッシュ均衡の解は、両国が保護貿易を選択することであり、パレート最適

になる。

ウ 非協力ゲームの解は、両国が自由貿易を選択することである。

エ 両国が自由貿易協定を締結した場合、両国全体の利益は最大になる。
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第１２問

下図は、独占的競争下にある企業の短期均衡を描いたものである。Dは需要曲

線、MRは限界収入曲線、ACは平均費用曲線、MCは限界費用曲線である。この

とき、利潤最大化を前提とした価格は P０、取引量は Q０に決定される。

この図の説明として、最も適切なものの組み合わせを下記の解答群から選べ。

ａ 独占的競争では、少数の企業が相互に差異化した財・サービスを供給する。

ｂ MR＝MCが成り立つところで利潤が最大になり、P＞ ACであるために企業

の利潤は黒字になる。

ｃ 短期均衡において企業の利潤が黒字であるために、新たな企業の参入が生じ、

�社当たりの需要が減少して需要曲線が左方にシフトする。

ｄ 企業の利潤が黒字であるかぎり、新規参入が継続し、短期均衡における利潤は

ゼロになる。

〔解答群〕

ア ａとｂ イ ａとｃ ウ ｂとｃ エ ｂとｄ

― １６ ― ◇Ｍ１（２９５―１８）



第１３問

新興国の中には、自国通貨をアメリカ・ドルに事実上連動させている国もある。

自国通貨の切り上げ圧力が高まっているときに、その国が為替介入を行いアメリ

カ・ドルとの固定レートを維持しようとすると、どのような影響があるか。最も適

切なものの組み合わせを下記の解答群から選べ。

ａ 自国の金融市場は緩和的になる。

ｂ 自国の金融市場は引き締め的になる。

ｃ 外貨準備高が増加する。

ｄ 外貨準備高が減少する。

〔解答群〕

ア ａとｃ

イ ａとｄ

ウ ｂとｃ

エ ｂとｄ

― １７ ― ◇Ｍ１（２９５―１９）



第１４問

BOP（Base of Pyramid あるいは Bottom of Pyramid）と呼ばれる社会の底辺に位

置する人々に対するビジネスが注目を浴びている。その中で、バングラデシュのグ

ラミン銀行に代表されるマイクロクレジットという手法は大きな注目を集めた。マ

イクロクレジットは、通常は銀行からの融資を受けられない人々を対象に、ごく少

額の融資を行うものである。融資された人々が事業を行うことが可能になり、収入

を得て、貧困から脱することができる。

マイクロクレジットの手法の特徴として、グループに対するごく少額の金額の貸

し付け、定期的な返済、返済が滞るとグループ全体が連帯責任を負うことの義務付

け、などが挙げられる。これらの特徴をゲームの理論から見た場合、最も適切なも

のはどれか。

ア 逆選択を発生させず、�回のゲームの中で囚人のジレンマを避ける仕組み。

イ 逆選択を発生させず、繰り返しゲームの中で囚人のジレンマを避ける仕組

み。

ウ モラルハザードを発生させず、�回のゲームの中で囚人のジレンマを避ける

仕組み。

エ モラルハザードを発生させず、繰り返しゲームの中で囚人のジレンマを避け

る仕組み。

― １８ ― ◇Ｍ１（２９５―２０）



第１５問

ある財の生産において公害が発生し、私的限界費用線と社会的限界費用線が下図

のように乖離している。ここで、政府は企業が社会的に最適な生産量を産出するよ

うに、�単位当たり t＝ BGの環境税の導入を決定した。その際、社会的な余剰

は、どれだけ変化するか。最も適切なものを下記の解答群から選べ。

〔解答群〕

ア 三角形 BCE分の増加

イ 三角形 CEH分の減少

ウ 三角形 CEH分の増加

エ 四角形 BCEG分の減少

オ 四角形 BCEG分の増加

― １９ ― ◇Ｍ１（２９５―２１）



第１６問

「レモン」市場のように情報が不完全な場合、買い手は価格が低くなると品質が低

下することを予想する。下図は、「レモン」市場における需要曲線と供給線につい

て、�つのパターンを示している。「レモン」市場における需要曲線の形状ならび

に、ワルラス的調整およびマーシャル的調整に関し、最も適切なものを下記の解答

群から選べ。

図� 図�

〔解答群〕

ア 需要曲線は図�のように描かれ、A点の近傍ではワルラス的調整、マーシャ

ル的調整とも安定である。

イ 需要曲線は図�のように描かれ、B点の近傍ではワルラス的調整、マーシャ

ル的調整とも不安定である。

ウ 需要曲線は図�のように描かれ、C点の近傍ではワルラス的調整は安定で、

マーシャル的調整は不安定である。

エ 需要曲線は図�のように描かれ、D点の近傍ではワルラス的調整は不安定

で、マーシャル的調整は安定である。

― ２０ ― ◇Ｍ１（２９５―２２）



第１７問

一国の成長戦略の策定において、経済政策の効果が高い産業への投資が求められ

る場合がある。そこで、重点的な産業の選択のための�つの方法として、産業連関

表を用いた分析がある。

下表において、A産業で�単位の生産を行うために必要な B産業からの原材料

投入の構成を示す係数として、最も適切な数値を下記の解答群から選べ。

中間需要
最終需要 生産額

A産業 B産業

中間投入
A産業 ３０ １５０ １２０ ３００

B産業 ６０ ２５０ １９０ ５００

粗付加価値 ２１０ １００

生産額 ３００ ５００

出所：総務省「産業連関表の仕組み」（総務省ホームページ）

〔解答群〕

ア ０．１

イ ０．２

ウ ０．３

エ ０．５

― ２１ ― ◇Ｍ１（２９５―２３）



第１８問

ある市場で�社が競争している状況を考える。生産量で競争する場合と、価格で

競争する場合に、それぞれの企業の反応関数ならびに反応関数の交点が下図のよう

に表されている。先導者と追随者が区別された場合に、以下のａ～ｄの記述のう

ち、最も適切なものの組み合わせを下記の解答群から選べ。

生産量で競争する場合

価格で競争する場合

― ２２ ― ◇Ｍ１（２９５―２４）



ａ 生産量で競争する場合、先導者となった企業の利益は、反応関数の交点におけ

る利益よりも高い。

ｂ 生産量で競争する場合、追随者となった企業の利益は、反応関数の交点におけ

る利益よりも高い。

ｃ 価格で競争する場合、先導者となった企業の利益は、反応関数の交点における

利益よりも高い。

ｄ 価格で競争する場合、追随者となった企業の利益は、反応関数の交点における

利益よりも高い。

〔解答群〕

ア ａとｃ

イ ａとｄ

ウ ｂとｃ

エ ｂとｄ

第１９問

消費者需要理論に関し、消費の外部性を表す用語として、次の文中の空欄Ａおよ

びＢに入る最も適切なものの組み合わせを下記の解答群から選べ。

「期間限定の商品です」という宣伝文句は Ａ 効果を、「現在売れています」

は Ｂ 効果を反映している。

〔解答群〕

ア Ａ：ヴェブレン Ｂ：スノッブ

イ Ａ：スノッブ Ｂ：バンドワゴン

ウ Ａ：バンドワゴン Ｂ：スノッブ

エ Ａ：バンドワゴン Ｂ：ラチェット

― ２３ ― ◇Ｍ１（２９５―２５）



第２０問

生産性向上に関し、全要素生産性（TFP：Total Factor Productivity）の重要性に

注目が集まっている。ある国のマクロ生産関数を次のように設定する。

Y＝ AK αL１－α

ここで、Yは GDP、Kは投入資本量、Lは投入労働量、αはパラメーター（�≦

α≦�）である。この式から、以下の式が導出できる。

ΔY
Y
＝
ΔA
A
＋ α

ΔK
K
＋（�－ α）ΔL

L

TFPの変化率に相当するものとして、最も適切なものはどれか。

ア （�－ α）ΔL
L

イ α
ΔK
K

ウ
ΔA
A

エ
ΔA
A
＋ α

ΔK
K

オ
ΔA
A
＋（�－ α）ΔL

L

― ２４ ― ◇Ｍ１（２９５―２６）



第２１問

行動経済学は、ノーベル経済学賞受賞者を出すなど、最近注目されている分野で

ある。次の文中の空欄ＡおよびＢに入る最も適切な用語の組み合わせを下記の解答

群から選べ。

行動経済学において、目先の利得に惑わされ、将来の利得を過度に低く評価して

しまいがちという考え方は、 Ａ という。また、得の領域では低い確率を高

く見積もり、損の領域では高い確率を低く見積もることで、損失を利益より過大に

見積もってしまうことは、 Ｂ という。

〔解答群〕

ア Ａ：双曲割引 Ｂ：限定合理性

イ Ａ：双曲割引 Ｂ：プロスペクト理論

ウ Ａ：限定合理性 Ｂ：双曲割引

エ Ａ：プロスペクト理論 Ｂ：限定合理性

― ２５ ― ◇Ｍ１（２９５―２７）
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